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市
民
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
白
河
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）　

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
表
郷
村
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
大
信
村
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
東
村
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
非
自
発
的
失
業
者
（
倒
産
、

解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
者
）

に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

措
置
に
つ
い
て
定
め
る
た
め
、
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

を
緊
急
に
必
要
と
し
た
た
め
、
専

決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

　

被
用
者
保
険
に
加
入
し
て
い
た

方
が
解
雇
や
倒
産
に
よ
っ
て
失
業

し
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
国

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
の
国
民

健
康
保
険
税
の
算
定
に
お
い
て
は
、

前
年
所
得
を
基
に
算
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
場
合
は
負
担
が

過
重
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
が
、非
自
発
的
な
理
由（
解

雇
や
倒
産
な
ど
の
会
社
の
都
合
）

に
よ
り
離
職
し
た
一
定
の
方
（
特

定
対
象
者
被
保
険
者
等
）
で
あ
る

場
合
は
、
在
職
中
の
保
険
料
負
担

と
比
較
し
て
加
重
と
な
ら
な
い
よ

う
、
前
年
度
所
得
の
中
に
給
与
所

得
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
給
与

所
得
は
100
分
の
30
に
相
当
す
る
額

に
よ
る
も
の
と
し
て
、
所
得
割
を

算
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
白
河
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
表
郷
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
大
信
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
東
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　

　
　

不
均
一
課
税
の
終
了
時
期
及

び
統
一
後
に
お
け
る
旧
３
村
の
影

響
額
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま

で
の
５
ヶ
年
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
23
年
度
に
統
一
さ
れ
ま

す
。
影
響
額
は
、
今
年
度
課
税
基

礎
で
算
出
し
た
場
合
、
旧
３
村
分

を
合
わ
せ
て
毎
年
の
上
昇
分
は
１

１
０
０
万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

　
　

国
保
税
を
財
源
と
す
る
国
民

健
康
保
険
制
度
の
運
営
は
限
界
に

き
て
お
り
、
県
や
広
域
単
位
に
よ

る
運
営
や
、
財
源
は
国
が
負
担
と

す
る
な
ど
の
考
え
は
。

　
　

市
町
村
単
位
で
の
運
営
は
厳

し
い
状
況
で
、
限
界
に
あ
る
と
言

わ
ざ
る
得
ま
せ
ん
。
都
道
府
県
・

広
域
単
位
で
の
保
険
者
運
営
と
す

る
よ
う
市
長
会
等
を
通
し
て
要
望

し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
行

い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
保
険
者
の

70
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
は
、
財
源
を

補
て
ん
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
、
将
来
的
に
は
、
国
の
社
会

保
障
制
度
の
中
で
運
営
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

国
保
財
政
特
別
支
援
分
繰
入

金
に
つ
い
て
繰
り
入
れ
す
る
要
因
・

要
件
等
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定

め
る
必
要
は
な
い
か
。　
　
　

　
　

今
回
の
繰
り
入
れ
は
、
合
併

調
整
期
間
中
の
特
殊
要
因
と
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
不

況
を
勘
案
し
た
も
の
で
、
今
年
度

に
限
る
措
置
で
す
。
今
後
、
同
一

症
状
の
重
複
受
診
の
抑
制
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
及
び
特

定
健
診
の
受
診
率
の
向
上
な
ど
に

よ
り
、
歳
出
面
を
抑
え
る
と
と
も

に
、
歳
入
面
で
は
、
参
事
職
以
上

の
職
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
等
に
よ

る
収
納
対
策
の
強
化
を
行
い
、
財

源
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
精
算
に
伴
う
補
正

で
、
歳
入
は
決
算
に
伴
う
余
剰
金

を
繰
越
金
と
し
て
補
正
計
上
し
、

歳
出
は
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
・
国
・
県
及
び
市
に
返
納
す

る
も
の
で
す
。

●
市
民
部
関
係
●

交
通
安
全
対
策
事
業
に
つ
い
て

　

白
河
第
二
小
学
校
及
び
み
さ
か

小
学
校
区
域
の
町
内
会
等
か
ら
設

置
要
望
が
あ
り
ま
し
た
交
通
教
育

専
門
員
２
名
を
新
た
に
委
嘱
す
る

た
め
の
報
酬
等
で
す
。

　

同
専
門
員
は
、
小
中
学
生
登
校

時
の
交
差
点
で
の
立
哨
や
、
各
町

内
会
の
子
ど
も
会
、
老
人
会
、
保

育
園
及
び
幼
稚
園
に
お
け
る
交
通

安
全
教
室
の
講
師
な
ど
の
活
動
を

行
い
、
任
期
は
、
平
成
22
年
７
月

１
日
か
ら
25
年
６
月
30
日
ま
で
の

３
ヵ
年
で
す
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
ま
た
は
可

決
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計

　
　

補
正
予
算（
第
１
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
（
第
１
号
）

答 国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　

補
正
予
算（
第
１
号
）

国保年金課（相談窓口）国保年金課（相談窓口）

委員会審査委員会審査


